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著者一覧 序文

「高齢者歯科（医）学って、どんな学問？」と、しばしば尋ねられます。「お年寄りを対象とした歯科医療
をやるんですよね」と聞かれることも多く、「確かにその通りです」と、答えるようにしています。「歯科保存学」
や「歯科補綴学」、「口腔外科学」、「歯科矯正学」、「小児歯科学」など 60 ～ 100 年の歴史をもつ学問と異なり、
高齢者歯科（医）学は、世界的にも約 40 年しか経過していません。

歯科医療、歯科医学はこれまで数少ない病名を対象にさまざまな治療法や薬剤、材料、器材の開発に力を
注いできました。その目的は疾病の除去と再発防止ですが、口腔領域がもっているさまざまな機能の維持と回
復を目指してきたことも間違いありません。一方で健康保険の趣旨から、「病気に対する治療行為」のみが前
面に掲げられ、歯科医療がもつ多くの部分である「機能の維持・向上」については、「予防」や「リハビリテー
ション」という概念と重複するため、やや遠ざけられてきた感があります。近年、摂食嚥下障害に対する治療
やリハビリテーションに歯科が関与しなくてはならない状況が生じています。また、高齢者人口の増加に伴い、
診療所や病院に通院できない在宅高齢者の増加、入院療養患者の治癒力向上などに、「口腔機能の維持・向上」
や「口腔機能管理」が重要課題となってきています。

口腔機能は、ほかの臓器と同じように加齢とともに衰えるといわれています。「発達期において口腔機能の
発育が十分でない」ことが、診察の対象となっていることと比較すると、「高齢期における口腔機能の低下」
への対応は、とても十分とはいえません。口腔衛生管理ができていない高齢者に対して口腔衛生処置を施すこ
とにより、単に「口の中がきれいになった」だけではなく、本来口腔がもっている機能がかなり蘇ってきます。
さらにその結果として、全身疾患の治療効果が向上したり、患者本人の QOL が向上したり、また、家族の負
担が軽減したりと、その効果は絶大といえます。

看護領域では、「口腔内の観察、評価、診断」がすでにとり入れられています。これは、口腔の管理が医療
上必要であるとの認識が医科に存在することを意味しています。しかし、医科の領域に歯科が参入している状
況はきわめて少なく、まさに社会的ニーズや医科からのオファーに歯科が十分に応えていないといえます。特
に歯科衛生士への期待は、かなり大きいので、きちんと勉強し体得しておけば、魅力のある、またやりがいの
ある職場がそこにはあると考えます。日本老年歯科医学会では、研究成果をもとに「口腔機能低下症」を提案し、
2018 年 4 月から健康保険に新しい病名と検査および治療法が収載されました。

本書では、①加齢変化、②社会的ニーズ、③診療の場としての在宅・病棟での対応、④全身疾患や服用薬
の歯科治療に与える影響、⑤摂食嚥下障害への歯科的対応、などを十分に理解できるよう、それぞれ現場で活
躍中の方々に執筆をお願いしました。また、高齢者歯科において大切なキーワードの１つである「多職種連携」
に対応して、総合病院や介護の現場で活躍中の歯科衛生士はもちろん、言語聴覚士・管理栄養士にも「現場で
の連携」について、実状と問題点を紹介していただきました。

中項目の最初には、「おぼえよう」として重要な事柄を列挙しました。章末には、「やってみよう」として
○×問題を演習用として配置しました。国家試験出題基準には完全に準拠しています。もちろん、歯科臨床で
の高齢者歯科だけではなく、診療補助の当該部分も網羅しました。

もう１つ、「歯科衛生士になった後にも読み返したい」と、思ってもらえるようにも配慮してあります。し
かし、あまり欲張ると学生にとっては難しくなるため、アドバンスとしては決して十分とはいえなくなってい
るのは、ご容赦願います。今般は第３版として、制度の変更や教育現場からの意見を取り入れて、一部訂正を
加えました。本書が学生の教科書として有意義であることを望み、また卒業後に高齢者医療や高齢者歯科医療
に果敢にチャレンジできる歯科衛生士の要請に役立てれば、執筆者一同光栄に存じます。
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永田千里 公益社団法人 愛知県歯科衛生士会

羽村 章 日本歯科大学生命歯学部高齢者歯科学 教授

久野彰子 日本医科大学付属病院口腔科（周術期） 部長
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